
 

 

 

 

 

                            

 

■期  日 ■  令和７年１月１６日（木）  

 

■場  所 ■  沖縄市民小劇場あしびなー  

 

■式  典 ■ 13： 30～ 14： 30         司 会  工 藤 幸 男  

 

１．開  式               副大会長  親 川  修  

２．式  辞               大 会 長  島 田  薫 

３．感謝・表彰                   

４．祝  辞           沖縄市長職務代理者 沖縄市副市長 平  田 嗣  巳 

                  沖縄市議会副議長 藤 山 勇 一 

                 沖縄県社会福祉協議会会長 湧 川 昌 秀 

５．被表彰者代表あいさつ               

６．閉  式 

 

■映 画 上 映 ＆ トークセッション■ 1 4： 30～ 16： 30 

 

１ .「 あ な た の お み と り 」 邦 画 ／ 2024年 制 作  

２ ． ト ー ク セ ッ シ ョ ン  進 行  宮 島 真 一 氏 （ シ ア タ ー ド ー ナ ツ 主 宰 ）  

 

 

 

 

 

【映画解説】 

「東京干潟」「蟹の惑星」で新藤兼人賞金賞、文化庁優秀記録映画賞を受賞す

るなど高い評価を受けたドキュメンタリー映画監督の村上浩康が、自宅での最

期を希望した父と看取りを決意した母の日々を見つめたドキュメンタリー。 

末期ガンで入退院を繰り返していた91歳の父・村上壮さんの「家に帰りた

い」という言葉を受け、86歳の母・幸子さんは自宅での看取りを決意した。介

護ベッドを置き、ヘルパーや訪問看護師が出入りする生活が始まるなか、ベッ

ドから動けない父は何かと世話を焼く母に「ありがとう」と言うようになり、   

母はできる限り父の近くで時間を過ごすように。 

徐々に食事を摂れなくなり目をつむる時間も増えていく父と、持病の悪化に

より自身の健康にも不安を抱える母。介護生活を続ける両親と積極的に関わり

たいとの思いからカメラを回し始めた村上監督が、「老老介護」「オレオレ詐

欺」といった高齢者を取り巻く社会問題や、花や虫などさまざまな命の姿を盛

り込みながら、40日あまりにわたる両親の最後の日々を映し出す。 


